
年
齢
人
口
比
率
が
低
下（
図
１
）す
る

中
、生
産
性
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
中
小
企
業
の
生
産
性

　
わ
が
国
の
労
働
生
産
性
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O
E
C
D

加
盟
35
か
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中
第
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位
、生
産
性
上
昇

率
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22
位（
日
本
の
生
産
性
の
動
向
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版
よ
り
）と
低
く
、国
内
中

小
企
業
の
生
産
性
は
大
企
業
に
比
べ
、更

に
低
い
の
が
現
状
で
す
。（
図
２
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新
型
コ
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ナ
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み
な
ら
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、今
後
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激
に
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刻
化
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る
人
手
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め
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し
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収
益
力
強
化
と
魅
力
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に
向
け
た
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き
な
変
革
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。

　　
生
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の
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さ
れ

る
産
出
量（
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の
割
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で
、生
産

性
が
向
上
す
れ
ば
今
よ
り
少
な
い
コ
ス
ト

で
効
率
よ
く
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
生
産
が
よ
り
ス
リ
ム
に
な
る
こ
と
で
安

全・環
境・品
質
の
向
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、現
場
改
善
文

化
の
醸
成
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
、ス
ペ
ー

ス
活
用
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
、潜
在

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
に
、生
産
に
余
力
が
生
ま
れ
る

と
、売
上
げ
拡
大
や
新
技
術
・
新
商
品

開
発
、事
業
拡
大
な
ど
、将
来
に
向
け

た
戦
略
的
経
営
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、顧
客
、従
業
員
、仕
入
先
、

地
域
な
ど
企
業
を
支
え
て
下
さ
る
方
々

の
笑
顔
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
産
性
課
題
の
解
決
に
は
、現
場
に

強
い
プ
ロ
の
目
が
不
可
欠
と
考
え
、多
様

な
企
業
で
実
務
＆
指
導
経
験
を
持
つ
生

産
技
術
指
導
者
を
当
セ
ン
タ
ー
に
集
結

さ
せ
、課
題
を
お
持
ち
の
中
小
企
業
に
寄

り
添
い
、現
地
現
物
、プ
ロ
の
目
で
企
業

と
伴
走
し
て
改
善・改
革
を
進
め
、そ
の

実
現
だ
け
で
な
く
定
着
ま
で
一
貫
し
て

支
援
し
ま
す
。

　
対
象
は
県
内
に
本
社
又
は
主
た
る
事

業
所
を
お
持
ち
の
二
次
、三
次
産
業
の

中
小
企
業
な
ど
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
料
は
無
料
、回
数
も
制

限
せ
ず
、定
着
す
る
ま
で
支
援
し
ま
す
。
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正・副
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長
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セ
ン
タ
ー
を
統
括
、関
係
機
関
と
連

携
し
て
事
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を
推
進
し
ま
す
。
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中
小
企
業
診
断
士
４
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と
技
術
士

1
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が
、課
題
の
あ
り
か
を
確
か
め
、経

営・収
益
への
効
果
と
関
連
付
け
ま
す
。

〈
生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
９
名
〉

　
ロ
ボ
ッ
ト
、自
動
車
、電
機
、食
品
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
多
様

な
分
野
で
、製
品
開
発・設
計
、生
産
技

術・生
産
管
理
、人
材
育
成・企
業
指
導

の
実
務・監
督
を
経
験
し
て
き
た
現
役・

Ｏ
Ｂ
の
専
門
家
集
団
で
す
。（
図
3
）

　　
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
の
生
産
性
の
確

実
な
向
上
と
定
着
の
た
め
に
、実
情
に
応

じ
て
足
元
固
め
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ま
で
、

次
に
示
す
５
つ
の
課
題
領
域
で
の
、支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。（
図
4
）

１
） 支
援
の
流
れ（
図
5
）

・「
申
込
書
」を
提
出
頂
く
と
、ま
ず
診
断

ス
タ
ッ
フ
が
企
業
を
訪
問
し
、課
題
の
抽

出
と
収
益
財
務
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
1
〜
３
）

・生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
数
回
の
訪
問

を
通
じ
て
現
状
把
握
･
分
析
を
行
い
、

解
決
案
を
検
討
し「
生
産
性
向
上
支
援

計
画
書
」を
企
業
と
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定
し
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す
。
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４
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岡
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●（図1）福岡県総人口、年齢別人口の推移

資料：総務省｢国勢調査｣,｢人口推計｣（1994年以前）,福岡県｢福岡県の人口と世帯年報｣（1996年以降）,
　　　国立社会保障・人口問題研究所｢日本の地域別将来推計人口（平成30年3月推計）｣
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ー
が
数
回
の
訪
問

を
通
じ
て
現
状
把
握
･
分
析
を
行
い
、

解
決
案
を
検
討
し「
生
産
性
向
上
支
援

計
画
書
」を
企
業
と
策
定
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
４
）

・そ
の
後
主
体
的
に
改
善・改
革
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
伴
走

支
援
し
ま
す
。（
S
t
e
p
５
）

・成
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、共
に「
成

果
報
告
書
」を
ま
と
め
、支
援
は
一
旦

終
了
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
企
業
に

成
果
を
維
持
向
上
頂
き
ま
す
が
、状
況

や
求
め
に
応
じ
随
時
支
援
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
６
）

　
こ
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
現
地
に

赴
き
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
寄
り
添
い
、定
着

ま
で
支
援
し
ま
す
。

２
） 資
金
面
で
の
支
援
制
度

　
支
援
の
過
程
で
設
備
や
治
具・器
具
の

導
入
が
有
効
と
判
断
し
た
場
合
、県
が

創
設
し
た
次
の
よ
う
な
制
度
の
活
用
を

紹
介
し
、実
現
を
後
押
し
し
ま
す
。

●
福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性
向
上
設
備

導
入
支
援
補
助
金

●
福
岡
県
中
小
企
業
融
資
制
度「
経
営

革
新
資
金
」（
生
産
性
向
上
型
）

３
） 外
部
技
術
連
携

　
課
題
解
決
に
高
度
な
専
門
技
術
が
有

効
な
場
合
は
、福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、実
現
に
結
び
つ
け

ま
す
。

　　
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
半
年
余
り
、令
和

元
年
度
の
目
標
と
し
て
い
た
50
を
超
え

る
企
業
･
協
同
組
合
か
ら
申
し
込
み
頂

き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
が
最
も
多
く
、次
に
サ
ー
ビ
ス

業
、建
設
業
が
続
い
て
い
ま
す
。製
造
業

で
は
食
料
品
、次
い
で
生
産
用
機
械
器

具
、金
属
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、電
気
機
械
器

具
と
な
って
い
ま
す
。

　
支
援
企
業
の
課
題
の
分
布
を
示
し
ま

す
。（
図
6
）

　
規
模
的
に
見
る
と
小
規
模
の
企
業
が

中
心
で「
納
期
遅
れ
を
何
と
か
し
た
い
」

「
属
人
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
チ
ー
ム
内
で
共

有
し
た
い
」な
ど
単
一
課
題
の
支
援
の

要
望
が
多
い
の
で
、そ
れ
に
沿
っ
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
企
業
が
、支
援
を
通
じ
生
産
性

を
高
め
、余
力
が
生
ま
れ
た
そ
の
先
に
、売

上
げ
の
拡
大
や
新
商
品
開
発
への
シ
フ
ト

な
ど
事
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　　
生
産
性
向
上
に
係
る
課
題
を
抱
え
て
い

る
企
業
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性

向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

　
■https://w

w
w
.f-seisanseikojo.jp

　info@
f-seisanseikojo.jp
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お
急
ぎ
で
あ

れ
ば
出
向
い
て

相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

生
産
性
向
上
に
つ
い
て

3

‾

は
じ
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
大
変
な
ご
苦
労
が
お
有
り
か
と

存
じ
ま
す
。こ
こ
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

　　　
県
内
雇
用
の
80
％
を
占
め
る
中
小
企

業
が
直
面
す
る
コ
ス
ト
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、福
岡
県
は
企
業
診
断
か
ら
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
や
設
備
導
入
ま
で

一
貫
し
た
支
援
を
行
う
全
国
初
の
取
り

組
み
と
し
て「
福
岡
県
中
小
企
業
生
産

性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
昨
年
９
月
に

開
設
し
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　
足
元
で
は
事
業
存
続
に
向
け
た
収
益

構
造
の
改
善
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

長
期
的
に
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
県

内
の
生
産
年
齢
人
口（
15
歳
〜
64
歳
）が

2
0
0
0
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
、生
産

県
内
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
と
課
題

2 ‾ 福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性

向
上
支
援
セン
タ
ー
の
設
立

1 ‾生
産
性
向
上

支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要

4 ‾

福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性
向
上

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立

F
U
K
U
O
K
A
　
PR
E
F
E
C
T
U
R
E

福
岡
県

（寄稿：福岡県中小企業生産性向上支援センター）

●（図1）福岡県総人口、年齢別人口の推移

資料：総務省｢国勢調査｣,｢人口推計｣（1994年以前）,福岡県｢福岡県の人口と世帯年報｣（1996年以降）,
　　　国立社会保障・人口問題研究所｢日本の地域別将来推計人口（平成30年3月推計）｣
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社人研による
推計値（2018年時点）

生産年齢人口

年少人口

老年人口

人口
（万人）

（年）

●（図2）企業規模別の時間当たり労働生産性の水準

資料：経済産業省「企業活動基本調査」、厚生労働省「賃金構造基本統計調査」再編加工
（注）1.2015年度における労働時間1時間当たりの付加価値を示している。　2.付加価値額＝営業利益＋（給与総額＋福利厚生費）＋動産・不動産賃借料＋租税公課＋減価償却費
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製造業
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卸売業、小売業
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3,729

学術研究、
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2,877

生活関連
サービス業、娯楽業

2,230 2,147
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（他に分類されないもの）

大企業 中小企業

（左から）小川洋知事、安松智センター長
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年
齢
人
口
比
率
が
低
下（
図
１
）す
る

中
、生
産
性
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
中
小
企
業
の
生
産
性

　
わ
が
国
の
労
働
生
産
性
は
O
E
C
D

加
盟
35
か
国
中
第
2１
位
、生
産
性
上
昇

率
は
第
22
位（
日
本
の
生
産
性
の
動
向

2
0
1
7
年
版
よ
り
）と
低
く
、国
内
中

小
企
業
の
生
産
性
は
大
企
業
に
比
べ
、更

に
低
い
の
が
現
状
で
す
。（
図
２
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
み
な
ら

ず
、今
後
急
激
に
深
刻
化
す
る
人
手
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、生
産
性
向
上
を

軸
に
し
た
収
益
力
強
化
と
魅
力
あ
る
企

業
づ
く
り
に
向
け
た
大
き
な
変
革
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　
生
産
性
と
は
、労
働
や
設
備
、原
材
料

な
ど
の
投
入
量（
コ
ス
ト
）と
生
み
出
さ
れ

る
産
出
量（
売
上
）と
の
割
合
で
、生
産

性
が
向
上
す
れ
ば
今
よ
り
少
な
い
コ
ス
ト

で
効
率
よ
く
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
生
産
が
よ
り
ス
リ
ム
に
な
る
こ
と
で
安

全・環
境・品
質
の
向
上
、現
場
改
善
文

化
の
醸
成
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
、ス
ペ
ー

ス
活
用
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
、潜
在

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
に
、生
産
に
余
力
が
生
ま
れ
る

と
、売
上
げ
拡
大
や
新
技
術
・
新
商
品

開
発
、事
業
拡
大
な
ど
、将
来
に
向
け

た
戦
略
的
経
営
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、顧
客
、従
業
員
、仕
入
先
、

地
域
な
ど
企
業
を
支
え
て
下
さ
る
方
々

の
笑
顔
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
産
性
課
題
の
解
決
に
は
、現
場
に

強
い
プ
ロ
の
目
が
不
可
欠
と
考
え
、多
様

な
企
業
で
実
務
＆
指
導
経
験
を
持
つ
生

産
技
術
指
導
者
を
当
セ
ン
タ
ー
に
集
結

さ
せ
、課
題
を
お
持
ち
の
中
小
企
業
に
寄

り
添
い
、現
地
現
物
、プ
ロ
の
目
で
企
業

と
伴
走
し
て
改
善・改
革
を
進
め
、そ
の

実
現
だ
け
で
な
く
定
着
ま
で
一
貫
し
て

支
援
し
ま
す
。

　
対
象
は
県
内
に
本
社
又
は
主
た
る
事

業
所
を
お
持
ち
の
二
次
、三
次
産
業
の

中
小
企
業
な
ど
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
料
は
無
料
、回
数
も
制

限
せ
ず
、定
着
す
る
ま
で
支
援
し
ま
す
。

〈
正・副
セ
ン
タ
ー
長
〉

　
セ
ン
タ
ー
を
統
括
、関
係
機
関
と
連

携
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

〈
診
断
ス
タ
ッ
フ
５
名
〉

　
中
小
企
業
診
断
士
４
名
と
技
術
士

1
名
が
、課
題
の
あ
り
か
を
確
か
め
、経

営・収
益
への
効
果
と
関
連
付
け
ま
す
。

〈
生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
９
名
〉

　
ロ
ボ
ッ
ト
、自
動
車
、電
機
、食
品
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
多
様

な
分
野
で
、製
品
開
発・設
計
、生
産
技

術・生
産
管
理
、人
材
育
成・企
業
指
導

の
実
務・監
督
を
経
験
し
て
き
た
現
役・

Ｏ
Ｂ
の
専
門
家
集
団
で
す
。（
図
3
）

　　
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
の
生
産
性
の
確

実
な
向
上
と
定
着
の
た
め
に
、実
情
に
応

じ
て
足
元
固
め
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ま
で
、

次
に
示
す
５
つ
の
課
題
領
域
で
の
、支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。（
図
4
）

１
） 支
援
の
流
れ（
図
5
）

・「
申
込
書
」を
提
出
頂
く
と
、ま
ず
診
断

ス
タ
ッ
フ
が
企
業
を
訪
問
し
、課
題
の
抽

出
と
収
益
財
務
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
1
〜
３
）

・生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
数
回
の
訪
問

を
通
じ
て
現
状
把
握
･
分
析
を
行
い
、

解
決
案
を
検
討
し「
生
産
性
向
上
支
援

計
画
書
」を
企
業
と
策
定
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
４
）

・そ
の
後
主
体
的
に
改
善・改
革
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
伴
走

支
援
し
ま
す
。（
S
t
e
p
５
）

・成
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、共
に「
成

果
報
告
書
」を
ま
と
め
、支
援
は
一
旦

終
了
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
企
業
に

成
果
を
維
持
向
上
頂
き
ま
す
が
、状
況

や
求
め
に
応
じ
随
時
支
援
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
６
）

　
こ
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
現
地
に

赴
き
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
寄
り
添
い
、定
着

ま
で
支
援
し
ま
す
。

２
） 資
金
面
で
の
支
援
制
度

　
支
援
の
過
程
で
設
備
や
治
具・器
具
の

導
入
が
有
効
と
判
断
し
た
場
合
、県
が

創
設
し
た
次
の
よ
う
な
制
度
の
活
用
を

紹
介
し
、実
現
を
後
押
し
し
ま
す
。

●
福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性
向
上
設
備

導
入
支
援
補
助
金

●
福
岡
県
中
小
企
業
融
資
制
度「
経
営

革
新
資
金
」（
生
産
性
向
上
型
）

３
） 外
部
技
術
連
携

　
課
題
解
決
に
高
度
な
専
門
技
術
が
有

効
な
場
合
は
、福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、実
現
に
結
び
つ
け

ま
す
。

　　
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
半
年
余
り
、令
和

元
年
度
の
目
標
と
し
て
い
た
50
を
超
え

る
企
業
･
協
同
組
合
か
ら
申
し
込
み
頂

き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
が
最
も
多
く
、次
に
サ
ー
ビ
ス

業
、建
設
業
が
続
い
て
い
ま
す
。製
造
業

で
は
食
料
品
、次
い
で
生
産
用
機
械
器

具
、金
属
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、電
気
機
械
器

具
と
な
って
い
ま
す
。

　
支
援
企
業
の
課
題
の
分
布
を
示
し
ま

す
。（
図
6
）

　
規
模
的
に
見
る
と
小
規
模
の
企
業
が

中
心
で「
納
期
遅
れ
を
何
と
か
し
た
い
」

「
属
人
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
チ
ー
ム
内
で
共

有
し
た
い
」な
ど
単
一
課
題
の
支
援
の

要
望
が
多
い
の
で
、そ
れ
に
沿
っ
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
企
業
が
、支
援
を
通
じ
生
産
性

を
高
め
、余
力
が
生
ま
れ
た
そ
の
先
に
、売

上
げ
の
拡
大
や
新
商
品
開
発
への
シ
フ
ト

な
ど
事
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　　
生
産
性
向
上
に
係
る
課
題
を
抱
え
て
い

る
企
業
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性

向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

　
■https://w

w
w
.f-seisanseikojo.jp

　info@
f-seisanseikojo.jp
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お
急
ぎ
で
あ

れ
ば
出
向
い
て

相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

企
業
の
実
情
と
課
題
に

応
じ
た
支
援
状
況

6 ‾ セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

5

‾

建設業向けコンサルティング業の例

⑤スタッフ業務改善
　・ＩＴ活用

まず、業務フローを整流化し、帳票の簡素化などの改善に着手
⇒総作業時間の半減の見通し　⇒更にRPA（Robotics Process Automation）の活用も構想中

ムダは事務オフィス、店舗バックヤード、スタッフ間接業務にも見つける事ができます。
情報の共有化、作業の標準化にRPAなどITツールを活用し、作業手順を大幅に減ら
し、リードタイム短縮につなげます。

●（図3）センタースタッフ紹介

安松 智

〈センター長〉

〈生産性アドバイザー〉

田形 昌宏 堤 恒弘 橋本 太 福留 和浩 山下 厚 山下 博 大山 昇 谷口 清隆 中村 治

野田 幸之輔

〈副センター長〉

道津 敬文 狹間 流 久野 靖治 萩尾 重則 末松 正典

〈診断スタッフ〉

●（図4）5つの課題領域と支援事例

①作業環境の改善 必要な物はより近く、そうでない物は思い切って整理。
作業現場をシンプルかつスリムにする事でミスや不良品、異常を発見しやすくなります。

金属加工製造会社の例　5Sで作業工数を大幅低減

Before 煩雑な状態 After 定位置・定量、手元化

ウレタン部品製造会社の例
現場の声を集め作業分析、全員で改善
⇒作業工数の大幅低減とラインコンパクト
　化を実現

Before 部品箱などが通路に
はみ出し

After 部品箱や予熱器をコンパクトに
インライン化

②社員の意識改革 課題解決は一人ではできません。
現場とトップが一体となって問題を取上げ、改善する職場文化を作ります。

プラスチック部品製造の例

④自動化・ＩｏＴ

自動車部品生産拡大の中、高機能成型部品の量産を
受注
人手不足の中、増員なしで実現を計画
⇒ロボットとカメラを導入し、検査・箱詰めを一貫自動化
⇒現在、夜間無人運転を実現し、量産トライ中

人手不足の解消、生産量のアップにはロボットやカメラ、センサーを組み合わせたシス
テムの導入が有効です。
更に、IoTを活用し、品質・稼動管理につなげます。
導入にあたっては、費用対効果の事前検証が重要です。

③作業・プロセス改革

美容液製造･販売会社の例
原料のこだわりで注文が増加し、人手不足のため
液注入設備を増設（補助金活用）
⇒現有人員で売上げ20％増、更なる販路拡大も視野に

金属加工製造の例
当初はロボットによる省人化を構想
作業をビデオ分析すると、金型入替え時間に課題を発見
ロボット化せず、レイアウト見直しで作業大幅低減、安全性も向上
⇒現在、小規模トライ計画中

美容液注入設備

金型を入替え時、
長時間に渡り生産停止

フォークリフト
作業場侵入
危険（金型を入替え）

フォークリフトは
背面で金型を入替え

作業中断・手待ち

改善後：生産を止めずに金型を入替え

人（作業者）･モノ（製品）･情報の流れを把握し、整理します。
共通化、入替え、縮減、廃止など思い切って見直します。
ちょっとしたツールの活用やシステム化が有効です。

Before 人手で検査・箱詰め After 無人運転

堤 恒弘

（金型を入替え）

金型設備
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年
齢
人
口
比
率
が
低
下（
図
１
）す
る

中
、生
産
性
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
中
小
企
業
の
生
産
性

　
わ
が
国
の
労
働
生
産
性
は
O
E
C
D

加
盟
35
か
国
中
第
2１
位
、生
産
性
上
昇

率
は
第
22
位（
日
本
の
生
産
性
の
動
向

2
0
1
7
年
版
よ
り
）と
低
く
、国
内
中

小
企
業
の
生
産
性
は
大
企
業
に
比
べ
、更

に
低
い
の
が
現
状
で
す
。（
図
２
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
み
な
ら

ず
、今
後
急
激
に
深
刻
化
す
る
人
手
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、生
産
性
向
上
を

軸
に
し
た
収
益
力
強
化
と
魅
力
あ
る
企

業
づ
く
り
に
向
け
た
大
き
な
変
革
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　
生
産
性
と
は
、労
働
や
設
備
、原
材
料

な
ど
の
投
入
量（
コ
ス
ト
）と
生
み
出
さ
れ

る
産
出
量（
売
上
）と
の
割
合
で
、生
産

性
が
向
上
す
れ
ば
今
よ
り
少
な
い
コ
ス
ト

で
効
率
よ
く
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
生
産
が
よ
り
ス
リ
ム
に
な
る
こ
と
で
安

全・環
境・品
質
の
向
上
、現
場
改
善
文

化
の
醸
成
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
、ス
ペ
ー

ス
活
用
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
、潜
在

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
に
、生
産
に
余
力
が
生
ま
れ
る

と
、売
上
げ
拡
大
や
新
技
術
・
新
商
品

開
発
、事
業
拡
大
な
ど
、将
来
に
向
け

た
戦
略
的
経
営
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、顧
客
、従
業
員
、仕
入
先
、

地
域
な
ど
企
業
を
支
え
て
下
さ
る
方
々

の
笑
顔
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
産
性
課
題
の
解
決
に
は
、現
場
に

強
い
プ
ロ
の
目
が
不
可
欠
と
考
え
、多
様

な
企
業
で
実
務
＆
指
導
経
験
を
持
つ
生

産
技
術
指
導
者
を
当
セ
ン
タ
ー
に
集
結

さ
せ
、課
題
を
お
持
ち
の
中
小
企
業
に
寄

り
添
い
、現
地
現
物
、プ
ロ
の
目
で
企
業

と
伴
走
し
て
改
善・改
革
を
進
め
、そ
の

実
現
だ
け
で
な
く
定
着
ま
で
一
貫
し
て

支
援
し
ま
す
。

　
対
象
は
県
内
に
本
社
又
は
主
た
る
事

業
所
を
お
持
ち
の
二
次
、三
次
産
業
の

中
小
企
業
な
ど
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
料
は
無
料
、回
数
も
制

限
せ
ず
、定
着
す
る
ま
で
支
援
し
ま
す
。

〈
正・副
セ
ン
タ
ー
長
〉

　
セ
ン
タ
ー
を
統
括
、関
係
機
関
と
連

携
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

〈
診
断
ス
タ
ッ
フ
５
名
〉

　
中
小
企
業
診
断
士
４
名
と
技
術
士

1
名
が
、課
題
の
あ
り
か
を
確
か
め
、経

営・収
益
への
効
果
と
関
連
付
け
ま
す
。

〈
生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
９
名
〉

　
ロ
ボ
ッ
ト
、自
動
車
、電
機
、食
品
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
多
様

な
分
野
で
、製
品
開
発・設
計
、生
産
技

術・生
産
管
理
、人
材
育
成・企
業
指
導

の
実
務・監
督
を
経
験
し
て
き
た
現
役・

Ｏ
Ｂ
の
専
門
家
集
団
で
す
。（
図
3
）

　　
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
の
生
産
性
の
確

実
な
向
上
と
定
着
の
た
め
に
、実
情
に
応

じ
て
足
元
固
め
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ま
で
、

次
に
示
す
５
つ
の
課
題
領
域
で
の
、支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。（
図
4
）

１
） 支
援
の
流
れ（
図
5
）

・「
申
込
書
」を
提
出
頂
く
と
、ま
ず
診
断

ス
タ
ッ
フ
が
企
業
を
訪
問
し
、課
題
の
抽

出
と
収
益
財
務
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
1
〜
３
）

・生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
数
回
の
訪
問

を
通
じ
て
現
状
把
握
･
分
析
を
行
い
、

解
決
案
を
検
討
し「
生
産
性
向
上
支
援

計
画
書
」を
企
業
と
策
定
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
４
）

・そ
の
後
主
体
的
に
改
善・改
革
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
伴
走

支
援
し
ま
す
。（
S
t
e
p
５
）

・成
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、共
に「
成

果
報
告
書
」を
ま
と
め
、支
援
は
一
旦

終
了
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
企
業
に

成
果
を
維
持
向
上
頂
き
ま
す
が
、状
況

や
求
め
に
応
じ
随
時
支
援
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
６
）

　
こ
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
現
地
に

赴
き
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
寄
り
添
い
、定
着

ま
で
支
援
し
ま
す
。

２
） 資
金
面
で
の
支
援
制
度

　
支
援
の
過
程
で
設
備
や
治
具・器
具
の

導
入
が
有
効
と
判
断
し
た
場
合
、県
が

創
設
し
た
次
の
よ
う
な
制
度
の
活
用
を

紹
介
し
、実
現
を
後
押
し
し
ま
す
。

●
福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性
向
上
設
備

導
入
支
援
補
助
金

●
福
岡
県
中
小
企
業
融
資
制
度「
経
営

革
新
資
金
」（
生
産
性
向
上
型
）

３
） 外
部
技
術
連
携

　
課
題
解
決
に
高
度
な
専
門
技
術
が
有

効
な
場
合
は
、福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、実
現
に
結
び
つ
け

ま
す
。

　　
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
半
年
余
り
、令
和

元
年
度
の
目
標
と
し
て
い
た
50
を
超
え

る
企
業
･
協
同
組
合
か
ら
申
し
込
み
頂

き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
が
最
も
多
く
、次
に
サ
ー
ビ
ス

業
、建
設
業
が
続
い
て
い
ま
す
。製
造
業

で
は
食
料
品
、次
い
で
生
産
用
機
械
器

具
、金
属
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、電
気
機
械
器

具
と
な
って
い
ま
す
。

　
支
援
企
業
の
課
題
の
分
布
を
示
し
ま

す
。（
図
6
）

　
規
模
的
に
見
る
と
小
規
模
の
企
業
が

中
心
で「
納
期
遅
れ
を
何
と
か
し
た
い
」

「
属
人
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
チ
ー
ム
内
で
共

有
し
た
い
」な
ど
単
一
課
題
の
支
援
の

要
望
が
多
い
の
で
、そ
れ
に
沿
っ
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
企
業
が
、支
援
を
通
じ
生
産
性

を
高
め
、余
力
が
生
ま
れ
た
そ
の
先
に
、売

上
げ
の
拡
大
や
新
商
品
開
発
への
シ
フ
ト

な
ど
事
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　　
生
産
性
向
上
に
係
る
課
題
を
抱
え
て
い

る
企
業
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性

向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

　
■https://w

w
w
.f-seisanseikojo.jp

　info@
f-seisanseikojo.jp

☎
0
9
2-

2
9
2-

8
8
9
0

　■
0
9
2-

2
9
2-

8
6
8
8

　
お
急
ぎ
で
あ

れ
ば
出
向
い
て

相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

企
業
の
実
情
と
課
題
に

応
じ
た
支
援
状
況

6 ‾ セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

5

‾

建設業向けコンサルティング業の例

⑤スタッフ業務改善
　・ＩＴ活用

まず、業務フローを整流化し、帳票の簡素化などの改善に着手
⇒総作業時間の半減の見通し　⇒更にRPA（Robotics Process Automation）の活用も構想中

ムダは事務オフィス、店舗バックヤード、スタッフ間接業務にも見つける事ができます。
情報の共有化、作業の標準化にRPAなどITツールを活用し、作業手順を大幅に減ら
し、リードタイム短縮につなげます。

●（図3）センタースタッフ紹介

安松 智

〈センター長〉

〈生産性アドバイザー〉

田形 昌宏 堤 恒弘 橋本 太 福留 和浩 山下 厚 山下 博 大山 昇 谷口 清隆 中村 治

野田 幸之輔

〈副センター長〉

道津 敬文 狹間 流 久野 靖治 萩尾 重則 末松 正典

〈診断スタッフ〉

●（図4）5つの課題領域と支援事例

①作業環境の改善 必要な物はより近く、そうでない物は思い切って整理。
作業現場をシンプルかつスリムにする事でミスや不良品、異常を発見しやすくなります。

金属加工製造会社の例　5Sで作業工数を大幅低減

Before 煩雑な状態 After 定位置・定量、手元化

ウレタン部品製造会社の例
現場の声を集め作業分析、全員で改善
⇒作業工数の大幅低減とラインコンパクト
　化を実現

Before 部品箱などが通路に
はみ出し

After 部品箱や予熱器をコンパクトに
インライン化

②社員の意識改革 課題解決は一人ではできません。
現場とトップが一体となって問題を取上げ、改善する職場文化を作ります。

プラスチック部品製造の例

④自動化・ＩｏＴ

自動車部品生産拡大の中、高機能成型部品の量産を
受注
人手不足の中、増員なしで実現を計画
⇒ロボットとカメラを導入し、検査・箱詰めを一貫自動化
⇒現在、夜間無人運転を実現し、量産トライ中

人手不足の解消、生産量のアップにはロボットやカメラ、センサーを組み合わせたシス
テムの導入が有効です。
更に、IoTを活用し、品質・稼動管理につなげます。
導入にあたっては、費用対効果の事前検証が重要です。

③作業・プロセス改革

美容液製造･販売会社の例
原料のこだわりで注文が増加し、人手不足のため
液注入設備を増設（補助金活用）
⇒現有人員で売上げ20％増、更なる販路拡大も視野に

金属加工製造の例
当初はロボットによる省人化を構想
作業をビデオ分析すると、金型入替え時間に課題を発見
ロボット化せず、レイアウト見直しで作業大幅低減、安全性も向上
⇒現在、小規模トライ計画中

美容液注入設備

金型を入替え時、
長時間に渡り生産停止

フォークリフト
作業場侵入
危険（金型を入替え）

フォークリフトは
背面で金型を入替え

作業中断・手待ち

改善後：生産を止めずに金型を入替え

人（作業者）･モノ（製品）･情報の流れを把握し、整理します。
共通化、入替え、縮減、廃止など思い切って見直します。
ちょっとしたツールの活用やシステム化が有効です。

Before 人手で検査・箱詰め After 無人運転

堤 恒弘

（金型を入替え）
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▲写真展の様子 ▲「いさはやマルシェ」の販売風景

▲写真展の画像を
　収めたパンフレット

早
市
は
、長
崎
県
の
中
央

部
に
位
置
し
、近
年
、長
崎

新
幹
線
開
通
に
よ
り
諫
早
駅
周
辺
の

再
開
発
が
進
ん
で
お
り
、今
後
も
発

展
が
期
待
さ
れ
る
都
市
で
す
。

　
諫
早
市
と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
及
び
親
和
銀

行
、十
八
銀
行
は
、2
0
1
5
年
12

月「
緊
密
な
協
力
と
信
頼
関
係
の
も

と
に
幅
広
い
分
野
で
相
互
の
協
力
・

連
携
を
行
い
、互
い
が
有
す
る
資
源

や
機
能
等
の
効
率
活
用
を
図
り
な
が

ら
、地
域
経
済
の
活
性
化
な
ら
び
に

地
域
社
会
の
発
展
寄
与
す
る
こ
と
」

を
目
的
に「
地
方
創
生
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

１
月
24
日
及
び
2
月
14
日
に
ふ
く
ぎ

ん
本
店
広
場
に
て「
い
さ
は
や
マ
ル

シェ/

歴
史
を
た
ど
る
道『
多
良
海
道

を
往
く
』」写
真
展
を
開
催
。

　
親
和
銀
行
・
十
八
銀
行
の
各
地
域

振
興
部
行
員
も
運
営
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、諫
早
の
逸
品「
鰻
ま
ん

じ
ゅ
う
」・「
鰻
お
に
ぎ
り
」、新
鮮
な
野

菜
を
販
売
し
多
く
の
方
に
足
を
止
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
14
日
に
は
、歴
史
を
た

ど
る
道「
多
良
海
道
を
往
く
」写
真
展

が
併
催
さ
れ
、賑
わ
い
を
添
え
て
い
ま

し
た
。

　
本
企
画
展
は
、多
良
海
道
が
文
化

庁
の「
歴
史
の
道
百
選
」に
選
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
す
。

　
F
F
G
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に

各
地
方
自
治
体
と
連
携
を
強
化
し
、

各
種
施
策
や
取
り

組
み
に
積
極
的
に

参
画
す
る
こ
と
で

「
地
域
活
性
化
」に

向
け
た
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

諫

「いさはやマルシェatふくぎん本店広場」を開催
併催：歴史をたどる道「多良海道を往く」写真展
期日：２０２０年１月２４日（金）・２月１４日（金）＊写真展は１４日限定

Topics of the month

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

年
齢
人
口
比
率
が
低
下（
図
１
）す
る

中
、生
産
性
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
中
小
企
業
の
生
産
性

　
わ
が
国
の
労
働
生
産
性
は
O
E
C
D

加
盟
35
か
国
中
第
2１
位
、生
産
性
上
昇

率
は
第
22
位（
日
本
の
生
産
性
の
動
向

2
0
1
7
年
版
よ
り
）と
低
く
、国
内
中

小
企
業
の
生
産
性
は
大
企
業
に
比
べ
、更

に
低
い
の
が
現
状
で
す
。（
図
２
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
み
な
ら

ず
、今
後
急
激
に
深
刻
化
す
る
人
手
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、生
産
性
向
上
を

軸
に
し
た
収
益
力
強
化
と
魅
力
あ
る
企

業
づ
く
り
に
向
け
た
大
き
な
変
革
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　
生
産
性
と
は
、労
働
や
設
備
、原
材
料

な
ど
の
投
入
量（
コ
ス
ト
）と
生
み
出
さ
れ

る
産
出
量（
売
上
）と
の
割
合
で
、生
産

性
が
向
上
す
れ
ば
今
よ
り
少
な
い
コ
ス
ト

で
効
率
よ
く
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
生
産
が
よ
り
ス
リ
ム
に
な
る
こ
と
で
安

全・環
境・品
質
の
向
上
、現
場
改
善
文

化
の
醸
成
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
、ス
ペ
ー

ス
活
用
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
、潜
在

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
に
、生
産
に
余
力
が
生
ま
れ
る

と
、売
上
げ
拡
大
や
新
技
術
・
新
商
品

開
発
、事
業
拡
大
な
ど
、将
来
に
向
け

た
戦
略
的
経
営
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、顧
客
、従
業
員
、仕
入
先
、

地
域
な
ど
企
業
を
支
え
て
下
さ
る
方
々

の
笑
顔
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
産
性
課
題
の
解
決
に
は
、現
場
に

強
い
プ
ロ
の
目
が
不
可
欠
と
考
え
、多
様

な
企
業
で
実
務
＆
指
導
経
験
を
持
つ
生

産
技
術
指
導
者
を
当
セ
ン
タ
ー
に
集
結

さ
せ
、課
題
を
お
持
ち
の
中
小
企
業
に
寄

り
添
い
、現
地
現
物
、プ
ロ
の
目
で
企
業

と
伴
走
し
て
改
善・改
革
を
進
め
、そ
の

実
現
だ
け
で
な
く
定
着
ま
で
一
貫
し
て

支
援
し
ま
す
。

　
対
象
は
県
内
に
本
社
又
は
主
た
る
事

業
所
を
お
持
ち
の
二
次
、三
次
産
業
の

中
小
企
業
な
ど
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
料
は
無
料
、回
数
も
制

限
せ
ず
、定
着
す
る
ま
で
支
援
し
ま
す
。

〈
正・副
セ
ン
タ
ー
長
〉

　
セ
ン
タ
ー
を
統
括
、関
係
機
関
と
連

携
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

〈
診
断
ス
タ
ッ
フ
５
名
〉

　
中
小
企
業
診
断
士
４
名
と
技
術
士

1
名
が
、課
題
の
あ
り
か
を
確
か
め
、経

営・収
益
への
効
果
と
関
連
付
け
ま
す
。

〈
生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
９
名
〉

　
ロ
ボ
ッ
ト
、自
動
車
、電
機
、食
品
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
多
様

な
分
野
で
、製
品
開
発・設
計
、生
産
技

術・生
産
管
理
、人
材
育
成・企
業
指
導

の
実
務・監
督
を
経
験
し
て
き
た
現
役・

Ｏ
Ｂ
の
専
門
家
集
団
で
す
。（
図
3
）

　　
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
の
生
産
性
の
確

実
な
向
上
と
定
着
の
た
め
に
、実
情
に
応

じ
て
足
元
固
め
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ま
で
、

次
に
示
す
５
つ
の
課
題
領
域
で
の
、支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。（
図
4
）

１
） 支
援
の
流
れ（
図
5
）

・「
申
込
書
」を
提
出
頂
く
と
、ま
ず
診
断

ス
タ
ッ
フ
が
企
業
を
訪
問
し
、課
題
の
抽

出
と
収
益
財
務
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
1
〜
３
）

・生
産
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
数
回
の
訪
問

を
通
じ
て
現
状
把
握
･
分
析
を
行
い
、

解
決
案
を
検
討
し「
生
産
性
向
上
支
援

計
画
書
」を
企
業
と
策
定
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
４
）

・そ
の
後
主
体
的
に
改
善・改
革
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
伴
走

支
援
し
ま
す
。（
S
t
e
p
５
）

・成
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、共
に「
成

果
報
告
書
」を
ま
と
め
、支
援
は
一
旦

終
了
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
企
業
に

成
果
を
維
持
向
上
頂
き
ま
す
が
、状
況

や
求
め
に
応
じ
随
時
支
援
し
ま
す
。

（
S
t
e
p
６
）

　
こ
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
現
地
に

赴
き
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
寄
り
添
い
、定
着

ま
で
支
援
し
ま
す
。

２
） 資
金
面
で
の
支
援
制
度

　
支
援
の
過
程
で
設
備
や
治
具・器
具
の

導
入
が
有
効
と
判
断
し
た
場
合
、県
が

創
設
し
た
次
の
よ
う
な
制
度
の
活
用
を

紹
介
し
、実
現
を
後
押
し
し
ま
す
。

●
福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性
向
上
設
備

導
入
支
援
補
助
金

●
福
岡
県
中
小
企
業
融
資
制
度「
経
営

革
新
資
金
」（
生
産
性
向
上
型
）

３
） 外
部
技
術
連
携

　
課
題
解
決
に
高
度
な
専
門
技
術
が
有

効
な
場
合
は
、福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、実
現
に
結
び
つ
け

ま
す
。

　　
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
半
年
余
り
、令
和

元
年
度
の
目
標
と
し
て
い
た
50
を
超
え

る
企
業
･
協
同
組
合
か
ら
申
し
込
み
頂

き
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
が
最
も
多
く
、次
に
サ
ー
ビ
ス

業
、建
設
業
が
続
い
て
い
ま
す
。製
造
業

で
は
食
料
品
、次
い
で
生
産
用
機
械
器

具
、金
属
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、電
気
機
械
器

具
と
な
って
い
ま
す
。

　
支
援
企
業
の
課
題
の
分
布
を
示
し
ま

す
。（
図
6
）

　
規
模
的
に
見
る
と
小
規
模
の
企
業
が

中
心
で「
納
期
遅
れ
を
何
と
か
し
た
い
」

「
属
人
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
チ
ー
ム
内
で
共

有
し
た
い
」な
ど
単
一
課
題
の
支
援
の

要
望
が
多
い
の
で
、そ
れ
に
沿
っ
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
企
業
が
、支
援
を
通
じ
生
産
性

を
高
め
、余
力
が
生
ま
れ
た
そ
の
先
に
、売

上
げ
の
拡
大
や
新
商
品
開
発
への
シ
フ
ト

な
ど
事
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　　
生
産
性
向
上
に
係
る
課
題
を
抱
え
て
い

る
企
業
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
中
小
企
業
生
産
性

向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

　
■https://w

w
w
.f-seisanseikojo.jp

　info@
f-seisanseikojo.jp
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お
急
ぎ
で
あ

れ
ば
出
向
い
て

相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

支
援
の
進
め
方

7

‾

現
在
の
活
動
状
況

8

‾

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

9

‾

ホームページでの
お問い合わせは
こちらからどうぞ！

●（図6）支援企業の課題の分布
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●（図5）支援の流れ
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